
筆を使った書道という、堅苦しさではなく、スポンジや割り箸、キャップなどで
自由に書いてみる自遊書で、自分だけのオリジナルの一輪挿しを作りましょう。

出来上がった器に、好きなお花を入れてお持ち帰りいただけます！

自遊書でつくる
一輪挿し

はなごはん具旬ワークショップ 5/31
　6/28

今よりほんの少し暮らしを愉しむために
「ひと」「こと」「もの」に出会う体験をしませんか？

第一回　
第二回　

お好きな

カフェドリンク

付き



日時：第一回　５月３１日㈯　１０：３０～１3：0０
　　　第二回　６月２８日㈯　１０：３０～１3：0０
　　　　　　　　　　上記2回開催しますが、どちらかだけのご参加も可能です。

費用：５０００円税込　
内容：第一回　壁飾り一輪挿しを２つ制作　お花付き
　　　第二回　花活けボックスを２つ制作　お花付き
　　　　　　制作後お好きなカフェドリンクをお召し上がりください。
定員：各回8名様
場所：はなごはん具旬
　　　　千代田区神田須田町1-3-1須田町ビル１階
お申込み：03-4400-7107
　　　　　　ｲﾝｽﾀ、LINE等でも受付ます。

講師紹介
書香（書家）：玉姫　大川昌子

下町生まれ、下町育ち
幼少期より書道を習いはじめ、水墨画の母の影響もあり、
墨や筆がいつも身近にありました。
書家で文化功労者であった「かな」作家　小山やす子先生に師事。
墨象という世界を知り、直感や閃きを表現する楽しさを伝える為、現在、自遊書のワークショップを多く実施。
日本の細やかな季節の移り変わりや、昔からの素敵な言葉、見えないけれど大切な想い…
いつも書きたい（描きたい）モノが、身近にあふれています。

作品例


